
大志を育む 

「子どもに届く言葉のかけ方」 

                   教育支援課 指導主事（特別支援教育担当) 石川 和男   
  

『支援を必要としている子どもたち』は、学校生活の中で「できない」と感じたり、間違いを繰り返

すことで、物事に意欲的に取り組まなくなることがあります。この心理を『学習性無力感』と呼びま

す。さて、子どもたちに「否定的言葉（なぜ・どうして～したの？）」と声をかけ、反発されたことは

ないでしょうか。今回は反発されず、意欲をなくさないような言葉のかけ方を考えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

「質問の置き換え（図 1）」の、①否定質問「なぜ…？」には、現状を否定する強いメッセージが込

められています。このような質問は子どもを委縮させてしまいます。また、②ユーメッセージは「（あ

なたは）いつもそうよね。」のように、意識しないと否定的メッセージになりやすいのです。そして、

③過去質問「今まで何をやっていたの？」のような質問は、反省を求め今後繰り返させないための言葉

かけなのですが、これは子どもが行動を変えようという気持ちになりづらい言葉です。 

それでは、例として、先生が『宿題を最近提出しないことが続いている』Ａさんへの、「質問の置き

換え」を意識した言葉のかけ方を考えてみます。 

 

 

 

 

肯定質問やアイメッセージで言葉をかけると、子どもは自分が大切に思われていると感じます。そし

て「未来質問」をすると、これから未来に向かってどうしたらよいか、子どもと一緒に考えられること

が期待できます。   

文献：小野寺 基史 編著「デキる『指導者・支援者』になるための極める！アセスメント講座」（明治図書） 

近藤 知恵 監修 高野 利雄 著「先生のためのやさしい教師学による対応法」（ほんの森出版） 
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「最近、宿題を出していないけど何かあった？」（肯定質問） 

「（私は）、心配しているよ」（アイメッセージ） 

「よかったら相談に乗るから、後で職員室に来ない？」（未来質問） 

① 否定質問(なぜ・どうして～？) 

② ユー(あなた)メッセージ 

③ 過去質問 

① 肯定質問(何～？、どのように～？) 

② アイ(私)メッセージﾞ 

③ 未来質問 

図１「質問の置き換え」 

「どうして、宿題を出さないの？」（否定質問） 

「（あなたは）、困った人ね」（ユーメッセージ） 

「どうせ昨夜はゲームでもしてたんでしょ？」（過去質問） 



              Futaba Koyo Style 
子どもも大人もワクワクする地域 

    

 

広葉中学校区では、「中学

校を卒業する子どもの理想の

姿」を共有し、義務教育９年

間をひとまとまりと捉え、系統

的で連続した教育活動を推進するべく、全教職員で取り組んでいます。小中教職員で「推

進部会（３部会）」と「教科部会（１１部会）」を組織し、めざす子ども像（※１）・スタンダー

ド（※２）を実現する取り組みを行っています。現在の２部会制での推進となり３年が経過

しましたが、毎年新たな先生方を迎えながらも、よい部分を引き継ぎつつ、児童・生徒の実

態に合わせて改善し、活動を進めてきました。これまでの財産や積み上げたものを土台と

して、「児童・生徒の実態に合わせた授業内容のブラッシュアップ」・「可能な部分から少しずつでも小中で一貫し

た指導」を目指し、小中の先生方で協力して活動を進めています。 

１．広葉中学校区のおもな取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今年度の各教科の授業予定 

 

 

 

 

 

 

 

× 
双葉小   広葉中 

＝ 
可能性は無限大 
∞ 

広葉中学校区 

広葉中校区 めざす子ども像 

「共に学び、共に高め合う子どもたち」 

※１ 

※２ 

 

 

 

 

小中一貫会議（年４回）  教科部会・小中一貫授業 

小学生部活動体験 小中合同各種検定受検   

◆１０月には、小中児童生徒の実態

を交流する「交流研修会」を実施 

◆広葉中理科教諭が小学校に赴き、小

５/週２ｈ、小６/週３ｈの授業を担当 

◆「中学校教諭による小学校乗り入れ授業」「中学校での小中学生による合同

授業」「作品等が行き来する連携授業」など、様々な授業形態で実施 

◆小学生が中学校を訪れ、希望し

た部活動を体験。夏・秋２回の実施 

◆小・中学生対象に、中学校を会場と

して英検・漢検・数検を合同実施 

◆児童会・生徒会役員が学校を行き来

し朝のあいさつ運動を実施 

◆広葉中生徒会が小学校を訪問し、

中学校の生活・学習について説明 

部会 授業形態 学年 授業内容 部会 授業形態 学年 授業内容

連携授業 小6・中２ ●「文章の推敲」 乗り入れ授業 小4
●「音階について」於双葉小

●「合唱指導」於双葉小

合同授業 小３・中２ ●「書写」於広葉中 連携授業 小4・中2
●「音楽づくり」

●「合唱交流会」於広葉中

社会

（生活）
合同授業 小５・中２　

●「避難所運営ゲームDoHug」

於広葉中
体育 合同授業 小５・中２ ●「合同シャトルラン」於広葉中

算数

数学
連携授業 小３

●「数の表し方や仕組みを調べる」※

昨年度中学生作成の素材を小学校授

業で活用

図工

美術
連携授業 小1・中１

●「ぺったんコロコロ・コラージュ」

～作品が行き来

理科

（生活）
合同授業 小４・中２

●「骨と筋肉の働き～手羽先の解剖」

於広葉中

保健

食育
乗り入れ授業

小5

小6

●小５「朝ごはんについて」

●小６「中学生の給食について」

外国語 乗り入れ授業 小6
●「Junior High Scool　Life」

於双葉小

特別支援

教育
合同授業

支援学級

小中全学年
●「芋ほり収穫体験」於広葉中

国語 音楽


